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毎年のことだが、この頃になると、どう

も時間の感覚がおかしくなってくる。とい

うのは、この2月号、原稿を書いているの

はなんと12月に入ったばっか。業界で言う

“年末進行”というやつである。

印刷屋さんも流通もお休みになってしま

うから、出版社はなんとか早めに原稿を上

げようとする。したがって私のような下請

けには「原稿、早く入れてください」と矢

のような催促メールが……。

それもこれもお正月のせいだぁ～。あぁ、

子どものころはクリスマスプレゼントとお年

玉の楽しみな季節だったのに……と、年甲

斐もなく嘆いていても始まらない。怒るべ

き相手はここ数十年、“年末進行”なんぞ

という言葉で身勝手を合理化している出版

界だ。ええい、いったい何のためのDTP

だ！　こんなことでは電子ネットワークに

負けてしまうぞ！

と、ひとしきりイキまいたところで、さ

て今月の探検先は、なんと★専用線★であ

る。そそ、ちまたの料金値下げという動き

に逆行して近距離料金値上げの動きがある

ものの、月額固定で使い放題のアレです。

「やっぱ、インターネットはダイアルアッ

プじゃあ堪能できませんよ。時間なんか気

にしてるようじゃ、本来の使い方じゃない

っス。どんなファイルだって、一晩あれば、

ほっといてもftpできちゃいますからね」な

んつー暴言を吐くLAN系のインターネット

ユーザーがいるが、私としては「お前が偉

いんじゃない！　専用線のおかげだろ～が」

と言いたいのである。

おっと、先月のPHS探検の後味が悪か

ったのか、なんか今月はミョウにテンショ

ンが高い。ま、それはともかく専用線……

といっても、公衆回線や携帯電話みたいに

簡単には設置できない。

まずは接続する相手が必要だし、最近は

特に設置に時間がかかるという。一部では、

インターネットブームのせいだ、いやNTT

の合理化で専用線部隊が不足してるから

だ、じつは阪神大震災で手持ちの交換機が

全部神戸に出払ってしまった、というのか

ら、NTTが値上げしたいから工事を遅らせ

ているという噂まで飛ぶ始末……。こんな
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【インターネット探検隊】 隊長●村野幸夫　隊員●三柳英樹

第3回
専用線設置編

専用線：不特定多数と接続する一般の電話とは違い、特定の２か所
の間を専有して利用する回線。

近距離料金値上げ：NTTの専用線料金は96年4月に料金が改定され、
デジタル専用線は近距離が値上げ、遠距離は値下げされる。アナログ
専用線は近距離は従来通りだが、中・遠距離が値下げされる。

ダイアルアップ：ダイアルアップIP接続。インターネットを利用した
いときだけ、電話回線とモデムなどを用いて接続する方法。

ftp：file transfer protocolの略。インターネット上でファイルをやり
とりするための手段。

設置に時間がかかる：専用線は申し込んでから1～2か月は待たされ
るらしい。

先生も走るが、ライターも走る年末なのだ！
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ことで鬼の年末進行に間に合うのか？　と

いう心配はもっともだ。

こんな事情を見越してか、編集部では10

月のアタマに早々と手を回し、インプレス

社内にも受け口を準備してくれていた。な

んという予定調和。偉いぞ副編！　さすが

役付は先が読める！　である。が、この段

取りの良さがちゃんと快適な専用線接続に

つながるのか？　例によって、聞くもナミ

ダ、語るもナミダの専用線探検の始まりで

ある……。

突然NTTがやってきた
（らしい）

さて、専用線と一言でいっても、下は

3.4Kのアナログ線から上は“ンM”のデジ

タル線まで、いろんな種類があり、値段に

も大きくバラツキがある。私としては、お

財布の都合からも、当然最廉価な3.4Kア

ナログ線を選ばざるを得ない。

さらに専用線は距離によっても毎月の使

用料が違う。今回の専用線接続では自宅

のあるマンションと編集部の入っているビ

ルとを結ぶことになるが、これはなんとか

最短距離の中に入りそうだ。よしよし。

さてこの専用回線、3.4Kとは呼ばれるも

のの、3400bpsでしか使えないというもの

ではない。じつはこれ、「3.4KHz」の略で、

決して「3.4Kbps」ではないのだ。回線品

質としては一般公衆回線と同等だから、接

続先に28.8Kのモデムを付けてもらえば通

常のダイアルアップで使うような感覚で、

しかも時間を気にすることなくインターネ

ットが使えるはずだ（と思う）。

というわけで、編集部経由で「NTT専

用線サービスお申込書」を手に入れてもら

い、3.4Kアナログ線の標準的なパターンで

書き込んでもらったのが10月のアタマ。「近

いうちにNTTから工事の日程調整の電話

がいくと思いますけど、ヨロシク」とのこ

とで、しばらく待ちの態勢に入る。だが、

いつまでたっても連絡がない。こういうと

きはあせってもしょうがないので、しばらく

忘れることにしたのであった。

が、ある日、外出から帰ってくると、郵

便受けにNTTから「専用線工事完了のお

知らせ」が入っているではないか。

な、なな、なんだこれ？　自慢じゃない

がウチのマンションは、室内点検などで他

人が部屋に入るには事前に居住者の同意書

が必要というセキュアな管理のとこである。

まさか、勝手に部屋に入ったのじゃないだ

ろなぁ。掃除もしてないし（じつはこっち

の方が心配）、やばい……と思って部屋に

帰ると、なんの変化もない？？

そこで編集部に電話して、「工事完了通

知は来てたんだけど、全然入室の気配はな

いし、電話もそのまんまなんだけど……」

と伝える。

「おかしいですね。ちょっと調べてみます」

ということでNTTの専用線サービスと連絡

をとってもらった。すると、申込書には

「端末直前までの工事」と書いてあるのに、

マンションの回線集合ボックスのところま

で工事して引き揚げてしまったらしい。な

んでも、マンション内のどこかにある回線

集合ボックスというのはNTTが管理してい

るそうで、いちいち住人や管理人にお伺い

をたてなくても勝手に作業ができるのだそ

うだ。おそるべしNTT！

契約書ではちゃんと「端末直前まで」と

なっていることを確認してもらい、今度は

きちんと室内までの工事をやってもらうこ

とになった。あ～、やれやれ。

突然NTTがやってきた
（しかも外出直前）

さぁて、今度くらいは事前に電話がある

だろうと思っていたら、ある朝、突然NTT

の工事担当者から電話がかかってきた。

あ～、はいはい、日程の打ち合わせね…

…なんて思っていると、「じつは今、マンシ

3.4Kのアナログ線：アナログの専用線のうち、周波数帯域（3.4KHz）
を保証するサービスの品目。回線速度を保証するサービスもあるが、
現在のところアナログでは9600bpsまでしかない。デジタルの専用線
は64Kbps、128Kbpsなどなど。

距離：正確には隊長宅と編集部との間の距離ではない。専用線の料
金を計算するときには、それぞれの所属するNTTの営業所間の距離に
よって算定される。例えば同じ営業所内で接続する場合には、距離は
「0km」ということになる。アナログ3.4Kの場合、料金は0kmで8,400
円、10kmまで12,000円（月額）。

NTT専用線サービスお申込書：185ページの写真参照。記入方法など
は次号で詳しく説明します。

端末直前までの工事：使用する端末（電話やモデムなど）の手前まで
をNTTが工事をする、という工事の区分。会社などではさらに手前の
交換機の所までしか工事を頼まない場合もある。

しまった、部屋を片づけておけばよかった。

回線集合ボックスなるものは、このマンションの中
のどこにあるのだろう？
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ョンの玄関にいるんですが……」である。

おいおい、わたしゃアポがあってもう出

かけなきゃいけないんヨ。「事前に電話して

もらうはずでしょ？」と言うと「いや、そ

れだといつになるか分からないんで、今や

りたいんですけど」という突撃モードであ

る。ううむ、ま、仕事をやる気があるのは

いいけど、あんたのとこの会社には計画っ

てものがないのか？　と言いたいが、専用

線が早く欲しいのは事実。結局「30分も

あればなんとかなると思いますから」とい

う言葉に折れて、いちおう挑戦してもらう

ことにする。

さて、そこでぶつかったのが室内への配

線問題だ。

以前にも書いたと思うが、現在私の部屋

にはアナログ公衆回線1本とISDN回線1

本、合計2本の線が引き込まれている。通

常の居住用マンションに予めひかれている

電話用の配線は2本だから、もう目いっぱ

い状態。したがって、このままだと現在の

回線が入っているパイプに、もう1本専用

線を通さなければいけない。

工事の人が、見るからに張りの強そうな

スチールのワイヤーを持ってきて、壁のコ

ンセントから入れてみるが、どうやら部屋

の玄関のあたりでつかえているようで、は

るか離れた同じフロア内の回線集合ボック

スまでは届かないのである。

そんなことをやってるうちに、アポの時

間が迫ってきた。仕方なく工事を中断して

もらい、後日再度連絡ということになった

のであった。

さよならアナログ公衆回線

さて、困った。こうなると選択肢は2つ

である。むりやりパイプの中に線を通して、

専用線を引き込むか、現在使っている公衆

回線あるいはISDNのうち1本を専用線に

交換してしまうかである。だが、できるこ

となら公衆回線の番号はなくしたくない。

名刺に番号が刷りこんであるからだ。

専用線で常時インターネットを使えるな

ら、このまま2本の電話線を持つのも合理

的だとは思えない。それに、どうもパイプ

に新たな線を引き込むのは難しそうだ。

考えたすえ、現在の公衆回線を番号を変

えずにISDNに変更できれば、現在のISDN

回線を解約して、その線を専用線にするの

がベストな解決策だとの結論に達した。

そこで思い出したのが、いつか友達に聞

いたNTTのウェブの話。自分の電話の局番

を入力すると、その電話が同じ番号で

ISDNに移行できるかをチェックしてくれる

らしい。さっそくそのホームページ

（http://www.info.hqs.cae.ntt.jp/dlij/SER

_J/ISDN_J/ISDN_J.html）で確認してみ

ると、をを、オッケーじゃん。よしよし、

これで方針決定。後は専用線サービスの係

の人に電話して変更をお願いするだけ……

のはず。

専用線サービスの担当者に電話して、事

情を話したところ、「既存の回線からの切

り替えは地元のNTTの問題になるので、そ

ちらの担当者に話して、実際に公衆回線か

らISDNへの同番移行が可能かどうかを確

かめ、その担当から専用線サービスの方に

電話するよう伝えて欲しい」とのこと。

う～ん、なんか面倒だぞ。しかも、NTT

のウェブでオッケーって言ってるんだから、

大丈夫なんじゃないの？

頭にいっぱい「？」をちらつかせながら、

とりあえず地元のNTTに電話してみると

「確かに同番移行の可能な局番ではあるが、

実際に交換機の余裕を見てみないと可能か

どうか分からない」という。勝手な論理は

物理的可能性に負けるのである。

結局、数日して「現在の公衆回線の電

話番号では同番移行は無理」という電話が

地元局の担当者から入った（ウェブの嘘つ

きぃ！）。

またもや裏切られてしまった私は、しょ

うがないので公衆回線を局預けにし、代り

アナログ公衆回線：ごく普通の電話回線のこと。

ISDN回線：NTTのデジタル公衆回線サービス、INSネット64のこと。

ウェブ：WWW（World Wide Web）サーバーのこと。「WWW」は発
音しにくいのでウェブと略すことが多い。

ホームページ：ウェブサーバーにある画面のことだが、最近は「サーバ
ー」「サイト」「ページ」といった区別はアイマイになってきている。

専用線サービスの係：専用線サービスの担当者は、すべてのNTTの営
業所にいるのではないらしい。

局預け：電話の加入権は持ったまま、その電話を休止すること。

インターネット
探検隊

工事は突然やってくる。スケジュールと心の準備が
必要だ。

結局、公衆回線の電話番号はあきらめなくてはい
けなかった。
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のスペースに専用線を引くように依頼した

のであった。

一番単純なのでいいです

それから10日ほどが過ぎ、もういい加減

にしないとこの騒ぎも飽きちゃうよね、と

思い始めたころ、今度はちゃんと工事日程

の電話連絡が入り、その2日後には工事の

人がやってきた。

とは言っても、作業はマンションの回線

集合ボックスの中の切り替えだけらしく、

室内では何をやるわけでもない。ただ、小

さなハコで信号をチェックしただけ。20分

ほどで専用線と公衆回線の入れ替えが終わ

ってしまった。

さて、これで専用線の設置工事そのもの

は終わりである。だが、「やった～、ついに

これで私も専用線でインターネットにアク

セスできるぅ～」というよりも、なんだか

電話が1本なくなったという実感しかない。

これまで公衆回線で使っていたモデムや

FAXを外して、TAの裏にあるアナログ回線

ポートに接続したり……結構大変。それよ

り、電話番号が変わってしまった方が問題

だ。いちおう前の番号に電話すると新しい

番号を案内してもらうように頼んではおい

たが、念のため、知り合いに番号変更のメ

ールを書いて送ったりする。

一段落した後に、インプレス側のシステ

ム管理者に連絡を入れてみると、「忙しく

て時間がないんで、少し待っていただけま

すか」……。そういえば、暇なシステム管

理者というのには会ったことがないことを

想い出し、納得モードに入る私である。

これでまた数日が過ぎ、どんどん“年末

進行”で前倒しの締切が近づいてくる。編

集部に顔を出すたびに出る「専用線の方、

どうなってます？」という質問の口調にあ

せりの色が……。

やがて編集部からシステム管理者の方に

プッシュしてもらったおかげもあって、なん

とか相談の時間をもらえることになり、接

続のやり方についての打ち合わせに出かけ

る。と、雪駄モードのI氏（どうしてシス

テム管理者はこうサンダル系が多いのか？）

は開口一番、「で、どういう接続にするん

ですか？」

「え、どういう接続ってそのぉ……」と

ついつい言いよどんでしまう私（そのじつ、

「だからぁ、締切もあるしぃ、なんでもいい

からつないで！」のココロ）である。

話を聞いてみると、専用線を使ったイン

ターネット接続にはいろんなやり方がある

らしい。そういえば、スモールオフィスな

んかではやっぱりルーターを使ってDNSを

用意して、IPアドレスをもらって……みた

いなことをするんだよね。が、現在の私の

狭い部屋では、とてもネットワークしよう

などという気にはならない。

そこで今回は一番単純なパターン、つま

り公衆回線経由でインプレスのモデムにダ

イアルアップするのと同様のやり方をとる

ことにして、インプレス側と私の自宅側が

ペアで使うモデムを揃えてもらうことにす

る。やっぱしモデムにも相性というものが

あって、同じメーカーの同じメークでない

と、コネクションに不都合が出てしまった

りするらしい。

探検隊長、遭難寸前？

こうして締切が着実に近づくなか、よう

やくモデムも揃い、いよいよ待ちに待った

専用線接続実験の日となった。

インプレスからモデムをもらって帰り、ま

ずは壁の専用線コンセントから机の上のモ

デムまで、以前使っていた約10メートルの

コードを天井づたいにひっぱって接続する。

続いて、I氏からメールで送ってもらった

モデムの設定に必要な専用線モードのパラ

メータを、パソコン通信用の無手順端末ソ

フト経由でモデムに記憶させる。さらに

MacTCPとMacPPPの設定も変更して
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TAの裏にあるアナログ回線ポート：ISDN回線に従来の電話やFAXを
つなぐには、変換するためのアダプター（TA）が必要となる。

専用線を使ったインターネット接続：今回のように1台のマシンだけを
接続する場合から、独自のドメイン名を取得して自分のLAN（ネット
ワーク）を接続する場合まで、規模に応じてさまざまな形態がある。

ルーター：ネットワーク同士を接続する際に必要となる中継機器。

DNS：Domain Name Serverの略。自分のネットワークを外部につな
ぐ際には、このサーバーが必要となる。

IPアドレス：インターネットにつながっているマシンにそれぞれ割り当
てられる、固有の番号のこと。

専用線モードのパラメータ：モデムを専用線で用いる場合には、普通
の電話回線で使う場合とは異なる設定が必要になる。

果報は寝て待て。工事は忘れたころにやって来る
のだ。

モデムも獲得したことだし、いざ専用線接続実験開
始だ！
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（もちろんスピードはニイパッパだ）、いざ

ConfigPPPの「Open」ボタンをクリック

して接続開始……。

だが、なぜかうまくいかない。なんどや

ってもおなじみの「Connect 28800」まで

たどりつかないのだ。

しかたないので、インプレスに電話し、I

氏に指示をあおぐと「とりあえず無手順で

コネクションができるかどうか、モデムのパ

ラメータをさわって試してみましょう」と

いうことになった。

専用線で無手順の接続を試みながら、電

話でI氏と端末画面の様子を報告し合うと

いう、なんか異常な状態に突入だ。

しかし、手元にあるパソコン通信用のタ

ーミナルソフトでは、どうもうまくない。コ

ネクトできなかったり、接続できても大量

の文字化けが発生したりしてしまうのだ。

専用線救援隊出動！

電話の向こうにスタンバってくれているI

氏も、これでは駄目だと思ったのか、「しょ

うがない。そっちまで出張ですね」という

ことになった。

インプレスまで愛車をとばしてI氏をピッ

クアップし、そのまま自宅までご案内だ。

床にころがった書類や雑誌をかき分けか

き分け（すいません、散らかってて）、と

りあえず壁のコンセントから机の上のモデ

ムまでの線を見てもらう。

「いちおう線はちゃんとつながってますね」

とI氏。

「なんかこのコンセントからモデムまでの

長い線がまずいのかな？」

「いや、それくらい問題ないと思うんだけ

ど……。だって、以前にはこの線で288が

使えてたわけですよね？」

そう言われてみればそうである。という

ことは、やっぱりモデムの設定か？いや、

当て推量はやめて、ここは専門家に任せよ

う。

Macintoshの前に座った彼、胸のポケッ

トからフロッピーを取り出し、端末ソフト

をインストール。続いて、モデムポートと

プリンターポートに、これまで使っていた

モデムと今回持ってきた専用線用のモデム

を振り分け、端末ソフトのウィンドウを2つ

開いてそれぞれに割り当てる。

なんと、1つのウィンドウではダイアルア

ップでインプレスのサーバーに入り、イン

プレス側のモデムをリモートコントロールす

る。もう一方のウィンドウには専用線モデ

ムをつなぐ。1台のマシンで回線の行きと帰

りをチェックするのである。う～ん、なん

かプロっぽいぞ！

その間、こちらはポカンと見てるだけ。

いろいろやってもらってるようだが、苦労

のかいなくこれも駄目なようだ。

「う～ん」とうなったI氏、今度は持って

きたバッグの中からラップトップを取り出

して、ダイアルアップ経由で社内のモデム

をコントロールする第2ステージに突入だ

（こんな調子で観客してていいのか？）。

いろいろ試しているうちに、コネクト・

スピードも28,800bpsからどんどん落ちて、

結局9,600bpsにまで下がってしまった。こ

こまで下ればなんとか接続できるが、こん

なもんじゃ使いものにならないぞぉ。

年を越える夢の専用線接続

どうやら煮詰まってしまったようなので、

I氏に説明をしてもらう。

はっきり言って理解できなかったが、か

いつまんで言えば、問題があるとすれば

「Macintoshとモデムの間」「モデムからコ

ンセントまでの線」「専用線そのものの品

質」「インプレス社内の回線集合ボックス

からモデムまで」のどこかということにな

るらしい。

結局、今回は原因が特定できないまま

で、後日再度挑戦ということになってしま

ったのであった。

文字化け：ノイズなどによって起こるエラーをモデムが訂正する機能
が働かないと、あやしげな漢字で画面が埋めつくされてしまったりす
る。

インターネット
探検隊

インプレス救援隊長を早く連れて来ねば。

どうか来年は専用線がつながりますように。
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もう時間は終電間近。インプレスにとっ

て返った我々は、マの悪いことに会社の前

に愛車を止めようとしてエンストしてしま

い、何の呪いか、突然バッテリーが上がっ

てしまうというオマケまで付く始末。

仕方なく編集部まで行って、たまたまい

た隊員を呼び出し、クルマの押し掛け肉体

労働をやらせてしまった（今回の出演はこ

れだけだ、すまぬ＞隊員）。しかし年の暮れ

にこれじゃ～ね～、トホホ～。

会社からの帰り道、エンストしないよう

に愛車を運転しながら、やっぱりアナログ

はだめかなぁ～と考えていたら、例の

「NTT専用サービスお申込書」の枠外に印

刷されていた但し書のことを思い出した。

それに曰く「一般専用サービスの3.4KHz

および3.4KHz（S）を符号伝送としてご利

用される場合には、当社は、その符号伝送

速度に関して保証するものではありません

（以下略）」……うぅむ、これってエクスキ

ューズなわけ？　それともマジ？

アタマの中が再び「？」だらけになった

私ではあるが、NTTがデジタル回線拡販の

ためにアナログ線のクォリティに気を使わな

くなった、なんてことがないように祈りなが

ら、来年こそはインターネット専用線を開

通させようと誓うのであった。

INTERNET magazine 1996/2 185

dNTT専用線サービスお申込書

符号伝送：デジタルデータを送ること。今回申し込んだ3.4KHzのア
ナログ専用線は、本来は音声を送るためのサービスである。
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